
社会福祉法人が連携し社会福祉法人が連携し
後見受任する新体制を構築後見受任する新体制を構築

社会福祉法人西根会
特別養護老人ホーム むらさき苑
施設長補佐　髙橋 千恵子 さん

成
年
後
見
制
度
と
は
？

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

や
障
が
い
に
よ
っ
て
自
分
で
物
事

の
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
成
年
後
見
人
な

ど
が
必
要
な
手
続
き
を
代
行
し
、

財
産
を
管
理
し
て
本
人
を
保
護
、

支
援
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
後

見
人
に
は
親
族
の
ほ
か
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
選
任
さ
れ
、
本
人
の

権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

３
市
町
と
７
法
人
が
協
定
締
結

本
市
、
岩
手
町
、
葛
巻
町
の
３

市
町
は
１
月
1０
日
、
社
会
福
祉
法

人
の
西
根
会
、
み
ち
の
く
協
会
、

安
代
会（
八
幡
平
市
）、
春
陽
会（
岩

手
町
）、
誠
心
会（
葛
巻
町
）、
日
新

福
祉
会（
盛
岡
市
）、
松
実
会（
滝
沢

市
）の
７
法
人
と
成
年
後
見
の
受
け

入
れ
体
制
や
広
域
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
社

会
福
祉
士
の
髙
橋
千
恵
子
さ
ん
。

在
宅
や
施
設
の
相
談
業
務
２4
年
の

経
験
の
中
で
、
問
題
を
抱
え
て
い

る
高
齢
者
の
人
権
を
守
り
た
い
と

成年後見制度の利用を促すため１月10日、八幡平市と葛巻町、岩手町
の３市町は、社会福祉法人７法人と協定を締結しました。全国初となる
協定の内容と、成年後見制度について紹介します。

１_ 署名した協定書を持つ（左から）葛巻町の鈴木重男町長、田村正彦市長、岩
手町の佐々木光司町長　２_ 田村市長と協定書を取り交わす各法人の代表者

１２

い
う
思
い
が
形
と
な
り
ま
し
た
。

１
法
人
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

認
知
症
で
あ
る
入
所
者
の
預
金

を
、
家
族
が
使
い
込
む
危
険
性
が

あ
っ
て
も
、
通
帳
を
渡
さ
ざ
る
を

得
な
い
ケ
ー
ス
が
過
去
に
あ
り
ま

し
た
。
入
所
者
と
同
一
施
設
の
社

会
福
祉
士
は
後
見
人
と
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

経
済
的
虐
待
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ず「
あ
の
時
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
」と
悔
し
さ
を
に
じ
ま

せ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
後
見
人
受

任
者
の
不
足
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
、

報
酬
費
用
の
負
担
な
ど
の
課
題
が

山
積
み
で
し
た
。

複
数
の
法
人
が
後
見
す
る
仕
組
み

社
会
福
祉
士
の
研
修
会
で
、
法

人
が
後
見
人
を
受
任
で
き
る
こ
と

（
法
人
後
見
）を
知
っ
た
髙
橋
さ
ん

は
、
複
数
の
法
人
で
相
互
に
協
力

し
た
ら
解
決
で
き
る
と
思
い
、
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
。

平
成
３０
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
市

職
員
と
と
も
に
６
法
人
を
回
っ
て

連
携
の
必
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は「
今
ま
で
悩
ん
で
き
た

経
験
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
で
も

感
じ
て
い
た
こ
と
。
共
感
し
て
も

ら
え
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

法
人
後
見
で
地
域
に
貢
献

協
定
の
締
結
を
見
届
け
た
髙
橋

さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
施
設

入
所
者
や
在
宅
の
高
齢
者
、
障
が

い
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」と
気
持
ち
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

身
寄
り
が
な
い
Ｃ
さ
ん

　
Ｃ
さ
ん
は
物
忘
れ
が
増
え
、

一
人
暮
ら
し
が
不
安
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
く
て
も
、
自
分
で
契

約
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
後
見
人
が
代
わ
り
に
契
約
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
自
宅
で
生
活
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こんなときは成年後見制度を利用することで解決できます

将
来
が
不
安
な
Ｄ
さ
ん

　
年
を
重
ね
る
う
ち
に
体
力
の

衰
え
を
感
じ
た
Ｄ
さ
ん
は
、
も

し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
誰
が
支
え
て
く
れ

る
の
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　
息
子
が
後
見
人
に
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
、
も
し
認
知

症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
息
子

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

３
市
町
が
法
人
後
見
を
軸
に
相

互
に
連
携
し
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
日
常
的
な
金
銭
管
理
と

身
上
監
護
を
主
に
必
要
と
す
る
人

を
対
象
に
、
法
人
後
見
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
後
見
人
の
受
任
者
不

足
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
主
な
業
務
は
次
の
通

り
で
す
。

❶
制
度
の
普
及
啓
発
、
相
談
対
応

な
ど
の
基
本
業
務

❷
後
見
人
候
補
者
調
整
会
議
を

開
き
、
７
法
人
か
ら
後
見
人
候

補
を
選
ぶ

※
利
用
先
と
同
一
施
設
の
法
人

は
後
見
人
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
他
法
人
が
後
見
人

候
補
者
に
な
り
ま
す
。

❸
３
市
町
、
専
門
職
が
参
加
す

る
法
人
後
見
連
絡
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、
法
人
の
後
見
活
動

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
助
言

な
ど
を
行
う

金
銭
管
理
が
で
き
な
い
Ａ
さ
ん

　
知
的
障
が
い
者
の
Ａ
さ
ん
は

金
銭
管
理
が
苦
手
で
、
銀
行
な

ど
で
手
続
き
を
す
る
と
き
は
母

に
任
せ
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、

母
が
病
気
で
倒
れ
、
Ａ
さ
ん
は

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
後
見
人
が
Ａ
さ
ん
の
代
わ
り

に
銀
行
で
手
続
き
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
安
心

し
ま
し
た
。

悪
徳
商
法
に
不
安
な
Ｂ
さ
ん

　
悪
質
業
者
か
ら
の
電
話
が
あ

り
、
Ｂ
さ
ん
は
だ
ま
さ
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
物
忘

れ
が
増
え
て
き
て
い
た
の
で
、

今
後
も
だ
ま
さ
れ
な
い
か
不
安

で
す
。

　
た
と
え
、
だ
ま
さ
れ
て
契
約

を
結
ん
で
も
、
後
見
人
が
そ
の

契
約
を
取
り
消
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全国初

複
数
の
法
人
が
受
任
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
取
り
組
み

法人後見のイメージ（施設利用者の場合）
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成年後見制度についての相談窓口
成年後見制度のこと
を詳しく知りたい

市地域包括支援センター
（市役所健康福祉課内） ☎・内線 1093

任意後見制度につい
て相談したい 盛岡公証人合同役場 ☎ 019-651-5828

家庭裁判所で手続き
をしたい 盛岡家庭裁判所 ☎ 019-622-3457

成
年
後
見
制
度
に
は「
任
意
後

見
制
度
」と「
法
定
後
見
制
度
」が

あ
り
ま
す
。

①
法
定
後
見
制
度

す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な

状
態
の
と
き
に
、
申
し
立
て
に
よ

り
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
た
後
見
人
な
ど
が
本
人
を
保

護
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。
本
人

の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
っ
て

「
後
見
・
保
佐
・
補
助
」の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
、
後
見
人
な
ど
に
与

え
ら
れ
る
同
意
権
・
代
理
権・
取

消
権
の
権
限
や
職
務
の
範
囲
は
異

な
り
ま
す
。

②
任
意
後
見
制
度

将
来
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能

力
が
不
十
分
と
な
っ
た
時
に
備
え

る
た
め
の
制
度
で
す
。
自
分
で
後

見
人
を
選
び
、
公
証
役
場
で
任
意

後
見
契
約
を
結
び
ま
す
。
後
見
人

を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人（
任
意

後
見
受
任
者
）が
身
近
に
い
な
い

場
合
は
、
専
門
職
に
依
頼
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

③
申
し
立
て

制
度
を
利
用
し
た
い
時
は
、
本

人
や
配
偶
者
、四
親
等
内
の
親
族
、

社会福祉法人が連携し  後見受任する新体制を構築社会福祉法人が連携し  後見受任する新体制を構築

任
意
後
見
受
任
者
な
ど
が
家
庭
裁

判
所
へ
申
し
立
て
を
し
ま
す
。

④
審
判

申
し
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
の

職
員
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
程

度
や
後
見
人
候
補
者
な
ど
を
調
査

し
、
後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る
審

判
を
行
い
ま
す
。

⑤
支
援
の
開
始

本
人
に
後
見
人
が
付
き
、
支
援

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

後
見
人
に
依
頼
で
き
る
こ
と

後
見
人
に
依
頼
で
き
る
こ
と
は

大
き
く
分
け
て「
財
産
管
理
」と

「
身
上
監
護
」が
あ
り
、
主
な
活
動

は
次
の
通
り
で
す
。

◎
財
産
管
理

❶
預
貯
金
通
帳
の
管
理

❷
年
金
の
受
け
取
り
、
税
金
や
医

療
費
、
介
護
費
用
の
支
払
い
な
ど

の
金
銭
管
理

❸
相
続
や
不
動
産
の
処
分
な
ど
の

法
的
手
続
き

❹
自
宅
な
ど
の
不
動
産
の
管
理

◎
身
上
監
護

❶
介
護
保
険
制
度
や
障
が
い
者
福

祉
制
度
の
契
約
、
入
院
の
手
続
き

成年後見制度利用の流れ

⑤
支
援
の
開
始 任

意
後
見
契
約
を
締
結

任
意
後
見
監
督
人

選
任
の
申
し
立
て

後
見（
保
佐
・
補
助
）

開
始
の
申
し
立
て

③ 申し立て

①
法
定
後
見
制
度

②
任
意
後
見
制
度

④ 審判

後
見（
保
佐
・
補
助
）

の
選
任

任
意
後
見
監
督
人

の
選
任

す
で
に
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
に

後
見
人
な
ど
が
必

要
に
な
っ
た
と
き

判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
と
き

❷
本
人
の
状
況
に
変
化
が
な
い
か

定
期
的
に
訪
問
し
生
活
状
況
を
確

認
す
る
こ
と

後
見
人
が
で
き
な
い
こ
と

後
見
人
は
、
入
院
や
施
設
入
所

時
の
身
元
引
受
人
に
は
な
れ
な
い

な
ど
、
全
て
を
任
せ
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
見
人
が
付

い
て
も
親
族
の
協
力
は
必
要
で
す
。
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